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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第５期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 480,477 1,769,454

経常利益（百万円） 8,846 31,970

四半期（当期）純利益（百万円） 4,148 16,177

純資産額（百万円） 190,444 186,136

総資産額（百万円） 879,412 848,259

１株当たり純資産額（円） 4,423.15 4,324.57

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
99.38 396.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 21.0 21.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
17,492 △8,246

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,334 △5,592

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△154 △2,741

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
93,178 80,195

従業員数（人） 10,850 10,517

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 10,850 (2,962)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 47 (1)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当第１四半期連結会計期間の生産、受注及び販売の実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであり

ます。

(1）生産実績

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円）

医薬品等製造事業 2,978

　（注）１．医薬品等卸売事業については、該当ありません。

２．金額は販売見込価格によっており、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　生産は見込生産で受注生産は行っておりません。

(3）商品仕入実績

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円）

医薬品等卸売事業 441,467

医薬品等製造事業 1,934

合計 443,401

　（注）１．金額は実際の仕入額によっており、消費税等は含まれておりません。

２．消去しているセグメント間の内部仕入高は、1,758百万円であり、上記金額に含めて記載しております。

(4）販売実績

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円）

医薬品等卸売事業 476,377

医薬品等製造事業 5,859

合計 482,236

　（注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。

２．消去しているセグメント間の内部売上高は、1,759百万円であり、上記金額に含めて記載しております。

２【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

  当第１四半期連結会計期間における医療用医薬品市場は、平成20年４月１日に薬価基準の平均5.2％引下げ改定が実

施されたものの、当社におきましては、昨年10月１日付けでシーエス薬品株式会社および株式会社琉薬を連結子会社

としたこと等により、連結売上高は前年同期比大幅な増加となりました。  

  このような環境のなか、当社グループは、 平成19年４月から平成22年３月までの３カ年の中期経営計画「07-09　中

期経営計画～進化と拡大～」の２年目として、戦略課題である「医薬品等卸売事業の拡大とグループシナジー効果の

追求」「医薬品等製造事業の経営基盤確立」「ヘルスケアコンソーシアム構想の具現化」「グループ経営基盤の拡

充と運営体制の強化」に引き続き取り組んでおります。　

  当第１四半期の連結業績は、売上高4,804億77百万円、営業利益68億85百万円、経常利益88億46百万円、四半期純利益

41億48百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績の概略は以下のとおりです。

＜医薬品等卸売事業の業績＞

　医薬品等卸売事業におきましては、販売の強化、適正利益の確保に努めるとともに、昨年の流通改善懇談会による緊

急提言を受け、「経済合理性のある価格交渉」「総価取引の改善」「未妥結仮納入の改善」も重要課題として取り組

んでおります。その結果、当第１四半期の売上高は4,763億77百万円、営業利益は65億89百万円となりました。なお、売上

高にはセグメント間の内部売上高１百万円を含んでおります。

＜医薬品等製造事業の業績＞

　医薬品等製造事業におきましては、売上高等は堅調に推移し、当第１四半期の売上高は58億59百万円、営業利益は１

億22百万円となりました。なお、売上高にはセグメント間の内部売上高17億58百万円を含んでおります。

(2) 当期のキャッシュ・フローの概況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・

フローの増加174億92百万円、投資活動によるキャッシュ・フローの減少43億34百万円、財務活動によるキャッシュ・

フローの減少１億54百万円等により期首に比べ129億82百万円増加したことにより、当第１四半期連結会計期間末に

は931億78百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は174億92百万円となりました。これは主として、売上債権の増加額146億13百万円、た

な卸資産の増加額38億58百万円および法人税等の支払額32億55百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益60

億79百万円、仕入債務の増加額200億64百万円および未収入金の減少額37億42百万円があったこと等によるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は43億34百万円となりました。これは主として、物流センター用地、新設支店等の土地

や建築費用等の有形固定資産の取得による支出33億75百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は１億54百万円となりました。これは主として、配当金の支払額17億54百万円があった

こと等によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は２億95百万円であり、これはすべて医薬品

等製造事業を行っているアルフレッサ ファーマ株式会社によるものであります。

  なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等についての重要な変

更は次のとおりであります。

　医薬品等卸売事業において、四国アルフレッサ㈱が新設する予定でありました本社、香川営業部、四国物流セン

ターについては、完了予定年月が平成20年６月から平成20年７月に延期しております。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 135,000,000

計 135,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,326,223 42,326,223

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

－

計 42,326,223 42,326,223 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日　
－ 42,326,223 － 4,230 － 23,749

（５）【大株主の状況】

  バークレイズ・グローバル・インベスターズ㈱及びその共同保有者である、バークレイズ・グローバル・イ

ンベスターズ・エヌ・エイ、バークレイズ・グローバル・ファンド・アドバイザーズ、バークレイズ・グロー

バル・インベスターズ・リミテッドから平成20年７月７日付（報告義務発生日　平成20年６月30日）で大量保

有報告書の変更報告書 No.15 が提出されておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として

当第１四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができておりません。なお、これらの報告書の内

容は、以下のとおりであります。
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氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

バークレイズ・グローバル・インベス

ターズ㈱
東京都渋谷区広尾一丁目１番39号 1,261 2.98

バークレイズ・グローバル・インベス

ターズ・エヌ・エイ

(代理人　バークレイズ・グローバル・
インベスターズ㈱)

米国 カリフォルニア州サンフランシ

スコ市ハワード・ストリート400
(東京都渋谷区広尾一丁目１番39号)

307 0.73

バークレイズ・グローバル・ファンド

・アドバイザーズ

(代理人　バークレイズ・グローバル・
インベスターズ㈱)

米国 カリフォルニア州サンフランシ

スコ市ハワード・ストリート400
(東京都渋谷区広尾一丁目１番39号)

114 0.27

バークレイズ・グローバル・インベス

ターズ・リミテッド

(代理人　バークレイズ・グローバル・
インベスターズ㈱)

英国　ロンドン市ロイヤル・ミント・

コート１

(東京都渋谷区広尾一丁目１番39号)
317 0.75

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　   561,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  41,584,200 415,842 －

単元未満株式 普通株式　 　180,923 － －

発行済株式総数 42,326,223 － －

総株主の議決権 － 415,842 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、1,300株含まれております。また、「議決
権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数13個が含まれております。
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②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式
数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アルフレッサ 

ホールディングス

株式会社

千代田区大手町１

－１－３
267,600 － 267,600 0.63

アルフレッサ株式

会社

千代田区神田美土代

町７
212,600 － 212,600 0.50

シーエス薬品株式

会社

名古屋市中区丸の内

３－２－２６
60,000 － 60,000 0.14

株式会社琉薬
沖縄県浦添市牧港５

－６－５
20,900 － 20,900 0.05

計 － 561,100 － 561,100 1.33

　（注）当第１四半期連結会計期間末日現在における自己名義所有株式数は563,597株で、発行済株式総数に対する所有株
式数の割合は1.33％であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高（円） 8,110 7,680 7,650

最低（円） 7,260 7,060 6,780

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

  なお、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 83,813 73,299

受取手形及び売掛金 482,865 468,210

有価証券 12,163 10,048

商品及び製品 95,094 92,423

仕掛品 81 71

原材料及び貯蔵品 1,233 2,210

未収入金 47,068 50,821

その他 8,313 6,194

貸倒引当金 △1,151 △1,068

流動資産合計 729,483 702,211

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 26,444

※1
 26,668

土地 42,571 41,242

その他（純額） ※1
 6,238

※1
 4,619

有形固定資産合計 75,254 72,529

無形固定資産

のれん 6,834 7,326

その他 1,930 1,775

無形固定資産合計 8,765 9,102

投資その他の資産

投資有価証券 36,724 33,929

その他 34,534 35,984

貸倒引当金 △5,349 △5,497

投資その他の資産合計 65,909 64,416

固定資産合計 149,928 146,048

資産合計 879,412 848,259
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 630,168 610,103

短期借入金 3,436 2,536

未払法人税等 5,218 3,182

賞与引当金 8,241 6,143

その他 11,418 9,563

流動負債合計 658,483 631,530

固定負債

長期借入金 1,537 900

退職給付引当金 23,390 23,262

その他 5,556 6,431

固定負債合計 30,484 30,593

負債合計 688,967 662,123

純資産の部

株主資本

資本金 4,230 4,230

資本剰余金 65,912 65,912

利益剰余金 114,396 112,002

自己株式 △2,178 △2,159

株主資本合計 182,361 179,985

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,065 6,289

繰延ヘッジ損益 － 1

土地再評価差額金 △5,730 △5,730

為替換算調整勘定 25 70

評価・換算差額等合計 2,361 630

少数株主持分 5,722 5,520

純資産合計 190,444 186,136

負債純資産合計 879,412 848,259
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 480,477

売上原価 441,115

返品調整引当金戻入額 927

返品調整引当金繰入額 1,064

売上総利益 39,224

販売費及び一般管理費 ※
 32,339

営業利益 6,885

営業外収益

受取利息及び配当金 482

受取情報料 1,180

その他 357

営業外収益合計 2,020

営業外費用

支払利息 31

その他 27

営業外費用合計 58

経常利益 8,846

特別損失

固定資産除却損 24

減損損失 31

投資有価証券評価損 556

たな卸資産評価損 2,154

特別損失合計 2,767

税金等調整前四半期純利益 6,079

法人税、住民税及び事業税 5,532

法人税等調整額 △3,843

法人税等合計 1,688

少数株主利益 242

四半期純利益 4,148
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,079

減価償却費 1,198

減損損失 31

のれん償却額 492

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,098

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △162

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △66

退職給付引当金の増減額（△は減少） 127

受取利息及び受取配当金 △482

支払利息 31

固定資産除売却損益（△は益） 24

たな卸資産評価損 2,154

投資有価証券評価損益（△は益） 556

売上債権の増減額（△は増加） △14,613

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,858

未収入金の増減額（△は増加） 3,742

仕入債務の増減額（△は減少） 20,064

その他 2,951

小計 20,305

利息及び配当金の受取額 474

利息の支払額 △31

法人税等の支払額 △3,255

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,492

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50

有形固定資産の取得による支出 △3,375

有形固定資産の売却による収入 0

無形固定資産の取得による支出 △21

長期前払費用の取得による支出 △235

投資有価証券の取得による支出 △405

投資有価証券の売却による収入 71

貸付けによる支出 △426

貸付金の回収による収入 113

その他 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,334
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,142

長期借入れによる収入 962

長期借入金の返済による支出 △405

リース債務の返済による支出 △16

自己株式の取得による支出 △19

自己株式の売却による収入 0

配当金の支払額 △1,754

少数株主への配当金の支払額 △65

財務活動によるキャッシュ・フロー △154

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,982

現金及び現金同等物の期首残高 80,195

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 93,178
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として総平均法に

よる原価法によっておりましたが、当第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計

基準第９号　平成18年７月５日）が適用

されたことに伴い、主として総平均法に

よる原価法（貸借対照表については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　これにより、営業利益及び経常利益が

それぞれ836百万円、税金等調整前四半

期純利益が2,991百万円減少しておりま

す。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。

 (2)「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」

の適用

  当第１四半期連結会計期間より「連

結財務諸表作成における在外子会社の

会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号　平成18年５月17日）

を適用しておりますが、これによる損益

に与える影響はありません。

 (3)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年

６月17日（企業会計審議会第一部会）、

平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会 会

計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始す

る連結会計年度から適用することがで

きることになったことに伴い、当第１四

半期連結会計期間からこれらの会計基

準及び同適用指針を適用し、通常の売買

取引に係る会計処理によっております。
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当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 　なお、リース取引開始日がリース会計

基準適用開始前（平成20年３月31日以

前）の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、引き続き通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっております。

　また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償

却方法については、リース期間を耐用年

数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。

　これによる損益に与える影響は軽微で

あります。

 (4)「『個別財務諸表における税効果会計に

関する実務指針』の改正」の適用

  当第１四半期連結会計期間より、

「『個別財務諸表における税効果会計

に関する実務指針』の改正」（会計制

度委員会報告第10号　平成20年３月25

日）を適用しております。

　なお、上記実務指針の適用に伴い、子会

社株式を株式交換により取得した際に

計上した繰延税金負債について、当第１

四半期連結会計期間に取り崩し処理を

行っております。

  これにより、四半期純利益が1,506百

万円増加しております。

EDINET提出書類

アルフレッサホールディングス株式会社(E02962)

四半期報告書

17/24



【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　一般債権（経営状態に重大な問題が生じ

ていない債務者に対する債権）の貸倒見積

高の算定方法について、貸倒実績率等が前

連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められる場合には、前連結会

計年度末において算定した貸倒実績率等の

合理的な基準を使用して、一般債権の貸倒

見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末における棚

卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し、前

連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎とし

て合理的な方法により算定しております。

３．固定資産の減価償却費の

算定方法

　一部の連結子会社は、固定資産の減価償却

費の算定方法として定率法を採用している

場合において、当連結会計年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算出しておりま

す。

４．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

て、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末

において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法により算

定しております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成21年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）　

　国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期

連結会計期間より機械装置の一部について、経済的耐用年

数の見直しを図り、耐用年数の変更を行っております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

　 54,918百万円
　  

※１．有形固定資産の減価償却累計額

　 54,393百万円
　  

　２．保証債務

　連結子会社以外の会社の仕入債務及び金融機関から

の借入、ならびに従業員の金融機関からの借入に対し

て、次のとおり債務保証を行っております。

㈱健翔 911百万円

㈲コーフク商事 684

日建ヘルスメディカル㈱ 230

その他　５件 167

合計 1,993

　２．保証債務

　連結子会社以外の会社の仕入債務及び金融機関から

の借入、ならびに従業員の金融機関からの借入に対し

て、次のとおり債務保証を行っております。

㈱健翔 849百万円

㈲コーフク商事 737

日建ヘルスメディカル㈱ 230

㈱ファイン総合研究所 100

その他　４件 103

合計 2,020

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 12,239百万円

賞与引当金繰入額 3,093 

役員賞与引当金繰入額 42 

退職給付費用 1,213 

役員退職慰労引当金繰入額 23 

福利厚生費 1,876 

貸倒引当金繰入額 3 

減価償却費 1,092 

荷造運送費 2,586 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 83,813百万円

有価証券勘定 12,163 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金

△2,641
 

償還期間が３ヶ月を超える債券 △158 

　　現金及び現金同等物 93,178 
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　42,326千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 563千株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月12日

取締役会
普通株式 1,766 42 平成20年３月31日 平成20年６月10日 利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　
医薬品等卸売
事業
（百万円）

医薬品等製造
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 476,376 4,101 480,477 － 480,477

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 1,758 1,759 (1,759) －

計 476,377 5,859 482,236 (1,759) 480,477

営業利益 6,589 122 6,712 173 6,885

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上使用している区分および日本標準産業分類に基づき、事業形態を考慮して区分して

おります。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品名

医薬品等卸売事業 医薬品、医療用検査試薬、医療機器・用具・材料、その他

医薬品等製造事業 医薬品、医療用検査試薬、医療機器・用具、その他

３．会計処理方法の変更

　　　　　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

を適用しております。これにより、営業利益が、医薬品等卸売事業で836百万円減少しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間における全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えてい

るため、記載を省略しております。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間における海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため記載を省略しておりま

す。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　　　　　前連結会計年度の末日に比べて、著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　　　　　前連結会計年度の末日に比べて、著しい変動はありません。

（ストック・オプション等関係）

　　　　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

アルフレッサホールディングス株式会社(E02962)

四半期報告書

21/24



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 4,423.15円 １株当たり純資産額 4,324.57円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 99.38円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株主が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（百万円） 4,148

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,148

期中平均株式数（千株） 41,742

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　　　　　前連結会計年度末に比べて、リース取引残高に著しい変動はありません。

２【その他】

　 当社は、平成20年３月期の期末配当について、下記のとおり取締役会決議を行っております。

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月12日

取締役会
普通株式 1,766 42 平成20年３月31日 平成20年６月10日 利益剰余金
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

アルフレッサ ホールディングス株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　清　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松井　隆雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北川　健二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアルフレッサ ホー

ルディングス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20

年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アルフレッサ ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成20年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報　

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１四半期連結

会計期間より「『個別財務諸表における税効果会計に関する実務指針』の改正」を適用している。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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